
【書道サポーター】１／２０～３／２
畜大生に来校していただき、書道を習いま

した。地域の専門家に接し、学ぶ機会は大切な

経験です。

次年度以降

も地域の方

々の力を借

りながら南

町中学校の

生徒を育て

ていきます。

【防災教室】 １／２２（木）

地域の防災活動や災害時の助け合いの大

切さを理解するため、帯広市役所危機対策

課西澤様を講師として、１年生を対象とし

た防災教室を実施しました。担架の運び方

等、災害時に具体的にどのように行動する

べきかを学ぶことに

より、平時からの備

えの必要性を認識し、

安全な行動をとるため

の判断力を磨くことが

できました。

【ユニバーサルデザイン講座】１／２３～２８

帯広大谷短期大学より川道様を講師に招

き、３年生を対象に実施しました。社会に

おいて互いに支え合って生活することの重

要性を知り、社

会の一員として

「自分にできる

ことは何なの

か」を考える大

切な機会となり

ました。

【スポーツ大会】 ２／２～３

体育科の先生で朝夕リンクの維持散水を

継続し、子ども達はアイスホッケーを楽し

むことができました。先生方の子どもへの

愛情と長年の知恵の蓄積があってのスポー

ツ大会でした。

【インターンシップ】 ２／４（水）

本校の卒業生で、将来の職業として「教員」

を選択肢に考えている高校生１名（南商業高校）

がインターンシップを行いました。学級担任業

務・教科担任業務

の体験や生徒との

交流により、「教員

になりたいという

思いがより強くな

った」と目を輝か

せていました。

【入学説明会】 ２／１３（金）

新入生が前向きな気持ちで入学できるよ

う、３年生の力を借り、本校の学習や生活

について説明し、その後動画における本校

の紹介、学校見学を行いました。

帯広警察署少年係からは、スマホの利用

に関して児童・保護者に、

・犯罪のほとんどにSNSが関連しているこ

と。

・デジタルタトゥーは一生残ること。

・生徒のスマホの使用やSNS発信は、保護

者の責任であること。

等の説明がありました。
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【ＰＴＡ活動報告】 ２／１７（火）

２／１７（火）に運営委員会、評議委員会を

実施しました。今年度のまとめと次年度に向け

た方向性を話し合い、４／１７（金）開催予定

のPTA総会の準備を進めています。

【最後の放課後学習会】
畜大生１名、北高生２名、緑陽生２名、

CS１名を講師として招き、１９名の生徒が

テストに向けて学習しました。

【学校支援地域本部】
南町学校支援地域本部のコーディネータ

ー会議を行いました。畜産大学・緑陽高校

・北高校のコーディネーターと地域代表の

猪子さんに参加していただき、今年度のふ

り返りと次年度の予定について話し合いま

した。多く

の方々の知

恵を借り、

協力してい

ただき、教

育活動を充

実させてい

ます。

【選挙出前講座】 ２／１９，２０

市の選挙管理委員会のご協力をいただき、

３年生を対象に実施しました。全員が実際

の選挙物品を使用し、３名の立候補者から

市長を選ぶ市長選を体験。若い世代の投票

率の低さが大きな課題とされている今、自

分で考えて「選ぶ」という意識と自覚が大

切であることを学び、選挙に対する意識を

高めることができました。

【特支展示即売会】 ２／２０（金）

８組生徒が作業学習で作成した作品を、

とかちプラザにて展示即売しました。活動

を通した多くの方々とのふれあいが、「自立」

と「社会参加」に向けた貴重な体験となり

ました。

会場まで

来て下さ

っ た 皆

様、あり

がとうご

ざいまし

た。

【各種大会等】＜十勝大会ベスト４以上・敬称略＞
□全道中学生税をテーマとしたポスター
北海道知事賞入選 ２年 阿部希美

北海道教育委員会教育長賞入選

２年 藤川楓、山口想乃、宮田玲音、

髙橋莉央

１年 遠国なず菜

□全十勝児童・生徒俳句大会
最優秀賞 ３年 竹下 輝

「冬休み宿題たまって牛の声」

□北海道アンサンブルコンテスト 銅賞

□ソフトテニス Ｂ級男子 大路・保住組準優勝


